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さ
い
と
う
・
ま
さ
と
　

年
３
月

埼
玉
大
学
大
学
院
修
了
。
博
士
（
工

学
）
。
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
研
究

員
、
埼
玉
大
学
助
手
、
埼
玉
大
学
助

教
授
を
経
て
、

年
４
月
か
ら
現
職
。

専
門
は
地
震
工
学
で
、
構
造
物
の
非

線
形
動
的
相
互
作
用
問
題
な
ら
び
に

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
社
会
構
築
に
向
け
た

デ
バ
イ
ス
研
究
開
発
。

サ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
実
装
状
況

　
■
免
震
シ
ス
テ
ム

　
１
９
９
５
年
に
兵
庫
県
南
部
地
震

が
発
生
し
て
か
ら

年
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
地
震
で
は
「
免
震
シ
ス

テ
ム
」
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
、
社

会
的
な
認
知
度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

近
年
で
は
建
物
や
情
報
通
信
機
器
、

美
術
館
や
博
物
館
の
展
示
物
な
ど
、

免
震
シ
ス
テ
ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
用

事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
震
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
面
と
建

物
の
間
に
非
常
に
柔
ら
か
い
ゴ
ム
や

ば
ね
、
あ
る
い
は
ベ
ア
リ
ン
グ
を
設

け
る
こ
と
で
、
建
物
に
地
面
の
揺
れ

を
伝
え
に
く
く
し
、
あ
た
か
も
宙
に

浮
い
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
創
り
出

す
機
構
で
す
。
免
震
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
地
震
が
起
き
て
も

建
物
は
壊
れ
に
く
く
、
ま
た
家
具
な

ど
の
転
倒
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

　
■
有
効
で
適
切
な
対
策

　
と
こ
ろ
が
今
世
紀
に
入
る
と
、
十

勝
沖
地
震
（
２
０
０
３
年
）
や
新
潟

県
中
越
地
震
（

年
）
、
ま
た
東
日

本
大
震
災
（

年
）
等
が
発
生
し
、

従
来
の
地
震
動
よ
り
も
強
い
揺
れ
の

地
震
動
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
に
加
え

て
、
長
時
間
に
わ
た
り
ゆ
っ
く
り
と

揺
れ
る
長
周
期
地
震
動
が
発
生
し
、

こ
れ
に
共
振
す
る
高
層
建
物
内
で
家

具
が
転
倒
す
る
な
ど
の
被
害
が
生
じ

ま
し
た
。

　
従
来
の
免
震
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ

う
し
た
地
震
動
の
揺
れ
を
十
分
に
低

下
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
な
い
ば

か
り
か
、
長
周
期
地
震
動
に
対
し
て

は
共
振
す
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
有
効
か
つ
適
切
な
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
■
免
震
効
果
高
い
装
置

　
私
の
研
究
室
で
は
、
従
来
の
免
震

シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
ん
で
、
地

震
動
の
影
響
を
和
ら
げ
る
新
し
い
機

構
「
サ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
そ
の
機
構
を
使
っ
て
株

式
会
社
昭
電
と
の
共
同
開
発
で
完
成

し
た
免
震
シ
ス
テ
ム
が
、

年

月

に
ラ
ッ
ク
用
免
震
装
置「
Ｓ
Ｄ
―
６
」

と
し
て
、
初
め
て
昭
電
か
ら
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
、
新
た
に

開
発
し
た
回
転
摩
擦
デ
バ
イ
ス
と
ワ

イ
ヤ
ー
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
ク
ラ
ッ
チ
と

巻
き
取
り
機
構
の
シ
ン
プ
ル
か
つ
コ

ン
パ
ク
ト
な
構
成
で
、
地
震
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
・
散
逸
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
、
強
い
揺
れ
の
地
震
動

や
長
周
期
地
震
動
に
対
し
て
免
震
効

果
が
高
い
装
置
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
■
鉛
直
免
震
シ
ス
テ
ム

　
今
後
は
医
療
・
福
祉
系
の
機
器
・

設
備
へ
の
応
用
な
ど
、
サ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
免
震
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
大
半
が

東
西
南
北
２
方
向
に
対
す
る
地
震
対

策
で
す
が
、
地
震
動
は
上
下
に
も
作

用
し
ま
す
。
電
子
機
器
な
ど
は
鉛
直

振
動
に
も
弱
く
、
地
震
に
対
す
る
強

靭
な
情
報
通
信
網
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
鉛
直
免
震
シ
ス
テ
ム
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
鉛
直
免
震
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

は
、
自
重
（
建
物
の
重
さ
）
を
支
え

る
問
題
な
ど
解
決
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
研

究
室
で
は
こ
れ
ら
を
克
服
し
た
新
し

い
免
震
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
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未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
２
０
１
１
年
３
月

日
の
東
日
本
大
震
災
。津
波
の
脅
威
は
発
生
か
ら
３
年
以
上
が
経
過
し
て
も
、

多
く
の
人
の
脳
裏
に
鮮
明
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
今
後
は
南
海
ト
ラ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
巨
大
地
震
の
発
生
が
指
摘
さ
れ
、
自
然
災

害
に
対
す
る
懸
念
は
増
す
ば
か
り
だ
。
「
二
度
と
津
波
犠
牲
者
を
出
し
た
く
な
い
」
―
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
日

本
救
命
具
（
本
社
＝
東
京
都
中
央
区
、
中
央
研
究
所
＝
春
日
部
市
）
だ
。
独
自
の
津
波
実
験
装
置
を
有
し
、
津
波
救
命
装
備
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
製
品
を
開
発
・
販
売
し
て
い
る
。

（
三
宅
芳
樹
）
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・
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【
社
名
】
日
本
救
命
具
株
式

会
社
（
株
式
会
社
高
橋
監
理

の
１
０
０
％
子
会
社
）

【
所
在
地
】
本
社
＝
東
京
都

中
央
区
銀
座
８
―

―
８

（
高
橋
監
理
銀
座
ビ
ル
）
／

中
央
研
究
所
＝
春
日
部
市
豊

野
町
２
―

―
１
　
☎
０
４

８
・
７
３
７
・
７
３
７
３

【
代
表
者
】
代
表
取
締
役
社

長
　
芦
田
ケ
イ
子
（
高
橋
監

理
副
社
長
）

【
事
業
】
津
波
救
命
装
備
の

開
発
・
販
売

【
資
本
金
】
５
千
万
円

【
従
業
員
】
５
人

【
設
立
】
２
０
１
２
年
７
月

２
日

タワーより高い津波が来るとシェルターが浮上する「津波避難
タワー　浮上式シェルター」

泥
水
か
ら
目
、
鼻
、耳
を
保
護
す
る「
携

帯
式
　
津
波
救
命
具
」

内
部
浸
水
し
て
も
浮
上
を
維
持
で
き
る

「
津
波
救
命
カ
プ
セ
ル
ボ
ー
ト
」

　
■
津
波
実
験
装
置
で
耐
久
性
確
認

　
同
社
は
住
宅
の
建
築
設
計
を
手
掛
け

る
高
橋
監
理
（
春
日
部
市
）
の
１
０
０

％
子
会
社
。
社
会
貢
献
の
意
味
合
い
も

あ
り
、
２
０
１
２
年
７
月
に
設
立
さ
れ

た
。大
震
災
か
ら
１
年
以
上
経
っ
て
も
、

津
波
か
ら
身
を
守
る
よ
う
な
製
品
が
世

に
出
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
背
景
に

あ
っ
た
と
い
う
。

　
高
橋
監
理
技
術
部
の
鈴
木
信
行
次
長

は
「
防
災
関
連
商
品
は
、
あ
る
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
必
需
品
で
は
な
い
。

ど
ん
な
に
品
質
が
良
く
て
も
売
れ
る
と

は
限
ら
ず
、
企
業
に
と
っ
て
手
を
出
し

づ
ら
い
分
野
。
誰
も
や
ら
な
い
な
ら
、

自
分
た
ち
が
や
る
し
か
な
い
。
そ
う
考

え
た
」
と
設
立
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

　
高
橋
監
理
の
本
社
敷
地
内
に
中
央
研

究
所
を
設
け
、
独
自
に
製
作
し
た
津
波

実
験
装
置
を
設
置
。
実
験
装
置
は
長
さ

㍍
、
幅
２
〜
５
㍍
（
可
変
式
）
の
水

路
に
５
０
０
㌧
の
水
を
流
し
込
む
こ
と

で
、
最
大
２
・
５
㍍
の
津
波
を
再
現
で

き
る
。
試
作
品
の
耐
久
性
を
実
験
装
置

で
繰
り
返
し
確
認
し
、
津
波
に
耐
え
ら

れ
る
画
期
的
な
製
品
の
数
々
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　
■
京
都
大
学
と
共
同
研
究

　
救
命
製
品
は
、
京
都
大
学
の
防
災
研

究
所
と
共
同
で
研
究
開
発
し
て
い
る
た

め
、
性
能
の
高
さ
は
折
り
紙
付
き
。
ア

イ
デ
ア
を
駆
使
し
、
従
来
に
な
い
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
　
浮
上
式
シ
ェ

ル
タ
ー
」
（

〜

人
乗
り
）
は
、
高

さ
２
・
２
㍍
〜
３
㍍
の
鉄
骨
タ
ワ
ー
の

上
部
に
浮
上
式
の
シ
ェ
ル
タ
ー
を
セ
ッ

ト
し
た
避
難
タ
ワ
ー
。
津
波
の
高
さ
が

タ
ワ
ー
を
上
回
る
と
、
シ
ェ
ル
タ
ー
が

浮
き
上
が
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
通

常
の
避
難
タ
ワ
ー
は
想
定
さ
れ
る
津
波

よ
り
も
高
く
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、

㍍
を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
高
齢

者
や
障
害
者
に
は
上
る
の
が
困
難
な

上
、
津
波
が
タ
ワ
ー
の
高
さ
を
上
回
れ

ば
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
同
社
の
製
品

は
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
し
た
。

　
「
携
帯
式
　
津
波
救
命
具
」
は
、
折

り
た
た
み
傘
程
度
の
大
き
さ
で
携
帯
に

便
利
な
救
命
具
。
非
常
時
に
は
自
分
の

息
で
膨
ら
ま
せ
、頭
部
を
浮
上
さ
せ
る
。

透
明
な
カ
バ
ー
で
目
、
鼻
、
耳
を
泥
水

か
ら
確
実
に
保
護
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
付
き
非

常
笛
で
、
自
分
の
場
所
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
津
波
救
命
カ
プ
セ
ル
ボ
ー
ト
」（
４

〜
６
人
乗
り
）
は
、
鉄
製
の
避
難
用
カ

プ
セ
ル
ボ
ー
ト
。
浮
力
体
と
し
て
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
用
し
、
内
部
浸
水
し

て
も
浮
上
を
維
持
で
き
る
。
電
動
式
ス

ク
リ
ュ
ー
付
き
で
、
救
助
を
待
た
ず
に

自
走
で
着
岸
も
可
能
だ
。

　
■
津
波
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

　
２
０
１
４
年
３
月
か
ら
本
格
的
に
製

品
の
販
売
を
開
始
。
５
月
は
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回 

中
部
ラ
イ

フ
ガ
ー
ド
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
４
〜
防
災
・

減
災
・
危
機
管
理
展
〜
」
、
６
月
に
は

大
阪
市
で
行
わ
れ
た
「
第
１
回 

震
災

対
策
技
術
展 

大
阪
」
に
出
展
し
、
大

き
な
注
目
を
集
め
た
。
沿
岸
部
の
企
業

や
保
育
園
な
ど
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
も

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
芦
田
ケ
イ
子
社
長
は
「
東
日
本
大
震

災
の
衝
撃
は
、
何
年
経
っ
て
も
消
え
る

こ
と
は
な
い
。
今
で
も
つ
ら
い
思
い
を

さ
れ
て
い
る
方
々
は
大
勢
い
る
。
私
た

ち
は
〝
な
ん
と
か
津
波
犠
牲
者
を
出
さ

な
く
す
る
方
法
は
な
い
か
？
〞
と
考
え

て
き
た
。
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
れ
ば
幸
い
」
と
語
る
。

　
津
波
か
ら
尊
い
命
を
守
り
抜
く
―
。

こ
の
強
い
思
い
は
、
ど
ん
な
巨
大
地
震

が
起
き
て
も
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。

　Ｑ　国民年金の加入期間
が 年ある夫（ ）が１年前
に病死しました。「死亡一
時金」を今から請求できま
すか？
　Ａ　死亡一時金は、国民
年金の保険料を３年以上納
付した自営業者などが、老
齢基礎年金や障害基礎年金
を受けずに死亡したときに
遺族に支給される一時金で
す。請求できる期間は死亡

日の翌日から２年以内で
す。従って質問者は時効に
掛からないので請求できま
すが、亡くなったご主人が
国民年金保険料を 年間し
っかり納めていたかどうか
には注意が必要です。死亡
一時金に反映されるのは実
際に保険料を納めた期間だ
けです。経済的に苦しくて
保険料を全額免除された期
間や、保険料を納める必要

のない第３号被保険者の期
間は対象になりません。
　支給額は国民年金保険料
の納付月数に応じ、 万～
万円です。 年納付した

場合は 万円を受け取れま
す。
　死亡一時金をめぐって
は、東日本大震災で行方不
明になった方について国が
請求期間を見直していま
す。震災後、生死が不明の
場合、３カ月を経過した日
以降は死亡とみなして一時
金を早くもらえるようにし
ました。しかし、周知不足

もあって震災から２年３カ
月後（昨年６月）の時効ま
でに請求できなかった対象
者が目立ちました。
　このため救済策として、
家族らが市町村に死亡届を
出して受理された日の翌日
から２年以内なら、震災後
２年３カ月がたった後でも
請求を認めることにしまし
た。両親が死亡した子など
の場合は、死亡届の受理後
２年以上が過ぎても柔軟に
対応する方針です。
　（社会保険労務士　鈴木
美奈）
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台
湾
で
も
６
月
の
梅
雨
が
明
け

る
と
、
肌
を
刺
す
よ
う
な
日
差
し

が
ま
ぶ
し
く
、
連
日

度
を
超
え

る
猛
暑
が
続
く
。
オ
フ
ィ
ス
や
公

共
交
通
機
関
な
ど
は
冷
房
が
効
い

て
お
り
、
室
内
や
車
内
に
入
る
と

心
地
よ
い
。
た
だ
そ
れ
も
つ
か
の

間
で
、
数
分
で
汗
が
引
い
た
後
、

次
第
に
寒
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
ほ
ど
室
内
温
度
が
低
い
。

　
夏
季
に
こ
れ
だ
け
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
い
る
と
消
費
電
力
も
う
な

ぎ
上
り
。
７
月
７
日
の
週
に
入
っ

て
以
来
、
台
湾
全
体
で
電
力
の
需

給
が
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
す
る
事

態
が
続
い
て
い
る
。
７
月

日
に

は
電
力
需
要
が
過
去
最
高
を
更
新

し
、
需
要
の
ピ
ー
ク
に
対
し
て
供

給
余
力
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
を
示

す
比
率
が
５
％
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
安
全
圏
と
さ
れ
る
２
桁
の
余

力
に
遠
く
及
ば
な
い
。

　
電
力
を
独
占
供
給
し
て
い
る
公

営
の
台
湾
電
力
（
台
電
）
は
、
企

業
や
市
民
に
対
し
節
電
を
要
請
し

て
い
る
が
、
電
力
供
給
の
綱
渡
り

状
態
は
悪
化
す
る
一
方
だ
。

　
台
湾
の
発
電
所
で
は
、
液
化
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
や
石
炭
な
ど

火
力
の
発
電
量
が
７
割
前
後
を
占

め
る
。
政
府
は
、
電
力
の
安
定
供

給
に
は
建
設
中
の
第
４
原
子
力
発

電
所
の
稼
働
が
不
可
欠
と
主
張
し

て
い
る
。
原
発
は
現
在
３
カ
所
で

計
６
基
が
稼
働
中
で
、
発
電
量
の

２
割
を
担
う
。

　
た
だ
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

の
事
故
後
、
市
民
ら
の
反
対
運
動

が
激
化
し
、
馬
英
九
政
権
は
第
４

原
発
の
建
設
凍
結
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
政
府
は
、
第
４
原
発
抜
き

で
は
２
０
１
６
年
に
も
電
力
不
足

に
陥
り
供
給
制
限
の
恐
れ
が
あ
る

と
警
告
し
て
い
る
が
、
反
対
運
動

が
収
ま
る
気
配
は
な
い
。

　
電
力
需
給
が
厳
し
い
と
分
か
っ

て
い
る
な
ら
、
室
内
温
度
を
上
げ

て
も
良
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
て
い
る
。
外
は
真

夏
な
の
に
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
を
羽
織
っ
て
仕
事
す
る

女
性
も
い
る
ほ
ど
だ
。
「
寒
く
な

い
？
」
と
地
元
の
男
性
に
聞
い
て

み
る
と
、
「
全
然
（
寒
く
な
い
）」

と
一
言
。
皮
膚
感
覚
の
違
い
と
は

い
え
、
台
湾
の
節
電
へ
の
道
は
長

く
遠
い
と
感
じ
た
。

　（
Ｎ
Ｎ
Ａ
台
北
＝
大
久
保
良
則
）
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台
　
　
湾
　
○


